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質
問　
放
課
後
や
長
期
休
み
の

際
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、

学
校
の
空
き
教
室
や
体
育
館
な

ど
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
各
学
校
で
は
、
放
課
後

や
土
曜
日
等
に
各
教
室
を
利
用

し
て
学
力
ア
ッ
プ
大
作
戦
を
展

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
休

み
の
際
に
も
、
同
様
の
取
り
組

み
を
行
う
と
と
も
に
、
図
書
室

の
開
放
や
プ
ー
ル
指
導
等
を
行

っ
て
い
る
。
学
校
施
設
の
活
用

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
指
導
体

質
問　
本
市
で
外
来
病
害
虫
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
発

生
し
た
が
、
農
家
に
対
す
る
支

援
は
。
ま
た
、
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
サ
ク
ラ
へ
の
対
策
は
。

答
弁　
果
樹
農
家
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
て
全
果
樹
園
の
被
害
調
査
を

実
施
し
た
ほ
か
、
市
独
自
に
薬

剤
と
防
虫
ネ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
に
対
し
て
は
、

注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
学
校

内
の
全
て
の
対
象
樹
木
を
調
査

し
、
被
害
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
早
期
発
見
と
被
害
の
拡

大
防
止
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
西
毛
広
幹
道
の
沿
線
に
、

農
畜
産
物
等
の
販
売
拠
点
を
整

備
す
る
考
え
は
。

答
弁　
現
時
点
で
は
、
西
毛
広

幹
道
沿
線
に
農
畜
産
物
等
販
売

拠
点
を
整
備
す
る
具
体
的
な
計

画
は
な
い
が
、
群
馬
地
域
で
の

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
制

緩
和
に
よ
り
、
民
間
で
の
物
販

施
設
や
商
業
施
設
等
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
開
発
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
調
査
・

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
の
福
祉
計
画
に
示

さ
れ
た
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
と

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

答
弁　
聴
覚
障
害
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
通
じ
て
、
遠
隔

の
手
話
通
訳
者
と
直
接
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
も
の
で
、

令
和
３
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
相
互
の
感
染
防

止
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る

上
、
聴
覚
障
害
者
が
直
接
出
向

く
こ
と
が
な
い
た
め
、
相
談
等

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
本

市
障
害
福
祉
課
の
嘱
託
職
員
１

人
と
高
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
担
当
職
員
２
人
で
対
応
す
る
。

質
問　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
障
害
者
支
援
Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ
ン
タ

ー
・
ば
る
ー
ん
に
手
話
通
訳
者

を
配
置
変
更
す
る
が
、
概
要
は
。

答
弁　
既
存
の
相
談
窓
口
は
平

日
の
み
の
対
応
だ
っ
た
が
、
ば

質
問　
本
市
は
、
他
市
に
比
べ

て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
を

抑
制
で
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、

１
年
を
通
し
て
本
市
が
行
っ
て

き
た
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と

し
て
、
発
熱
者
専
用
の
コ
ン
テ

ナ
型
Ｃ
Ｔ
室
の
導
入
支
援
、
コ

ロ
ナ
患
者
専
用
病
床
の
増
床
に

対
す
る
支
援
、
高
齢
者
へ
の
マ

ス
ク
の
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　
特
に
、
本
市
独
自
の
考
え
か

ら
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
患
者
の
濃

厚
接
触
者
以
外
に
も
幅
広
く
実

施
し
た
こ
と
で
、
集
団
感
染
が

抑
制
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
に
は
、
国
が
検
査
対

象
を
濃
厚
接
触
者
以
外
に
も
広

げ
る
よ
う
通
知
す
る
な
ど
、
本

市
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
拡
大

検
査
は
、
他
の
自
治
体
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
気
を
緩
め
る
と
再

び
感
染
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
２
月
に
改
め
て

マ
ス
ク
を
配
布
し
た
。

　
今
後
も
感
染
防
止
対
策
を
推

進
し
て
感
染
者
の
発

生
の
抑
制
に
努
め
た

い
。

る
ー
ん
は
火
～
日
曜
日
に
開
業

し
、
休
業
日
の
月
曜
日
に
は
障

害
福
祉
課
で
の
対
応
が
可
能
な

た
め
利
用
日
が
大
幅
に
増
え
る
。

ま
た
、
ば
る
ー
ん
の
業
務
に
お

い
て
も
、
聴
覚
障
害
者
か
ら
の

相
談
等
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
た
め
、
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
の
機

能
強
化
が
図
れ
る
。

制
や
安
全
確
保
に
留
意
し
な
が

ら
研
究
し
た
い
。

質
問　
医
療
的
ケ
ア
児
の
た
め
、

幼
稚
園
な
ど
に
看
護
師
の
配
置

が
必
要
と
思
う
が
、
本
市
の
現

状
と
考
え
は
。

答
弁　
公
立
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
で
は
、
看
護
師
資
格
を
有

す
る
介
助
手
を
配
置
し
、
保
護

者
や
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

部
の
私
立
保
育
所
等
で
も
、
看

護
師
を
配
置
し
て
支
援
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
、
国
が
示
す

指
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
課
題
で

あ
る
看
護
師
の
確
保
な
ど
、
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
に
対
応
す
る

体
制
を
研
究
し
た
い
。

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

高
崎
市
手
話
言
語
条
例
の
推
進

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境

　

子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
軽
減

特定外来生物に指定されている昆虫。サクラやウメなどに寄生し、幼虫が木の中を食い荒らす。

日常生活を送る上で医療的なケアと医療機器を必要とする子どものこと。ケアには、人工呼吸器の装着やたん
の吸引などがある。

●クビアカツヤカミキリ
●医療的ケア児

質
問　
本
市
の
３
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
の
業
務
内
容
は
。
ま
た
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お

け
る
支
援
員
の
活
用
方
法
は
。

答
弁　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
な
ど
の
校
務
支
援
と
、
子
ど

も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育

成
の
た
め
に
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど

の
授
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
支
援
員
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
学
校
で
の

活
用
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

支
援
員
の
業
務
量
に
留
意
し
、

学
校
と
も
連
携
し
て
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
進
め
た
い
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
件

数
や
経
済
的
支
援
の
状
況
は
。

答
弁　
生
活
困
窮
者
の
相
談
件

数
は
、
令
和
元
年
度
が
４
８
５

件
、
２
年
度
が
１
月
末
時
点
で

１
６
６
４
件
と
増
加
し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
緊

急
小
口
資
金
と
総
合
支
援
資
金

の
特
例
貸
付
に
は
、
約
20
億
円

の
申
請
が
あ
り
、
多
く
の
人
に

活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
労
支
援
な
ど
も
実

施
し
て
い
る
。

答
弁　
令
和
２
年
７
月
の
本
算

定
時
に
お
け
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
の
人
数
は
約
６
７
０
０
人
、

未
就
学
児
の
人
数
は
約
１
８
０

０
人
で
あ
る
。

　
ま
た
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
均
等
割
の
総
額
と
国
保
税
収

入
に
占
め
る
割
合
は
、
本
算
定

時
の
調
定
額
で
見
る
と
、
約
１

億
５
８
０
０
万
円
で
約
２
・
１

％
、
未
就
学
児
で
は
そ
れ
ぞ
れ

約
４
３
０
０
万
円
、

約
０
・
６
％
と
な
っ

て
い
る
。

を
支
援
し
て
お
り
、
勤
務
日
は

原
則
授
業
の
あ
る
日
で
、
１
日

５
時
間
、
年
間
２
０
０
日
程
度

で
あ
る
。
任
用
期
間
は
１
年
で
、

再
度
の
任
用
も
可
能
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
に
は
、
時
給
が
８

５
５
円
か
ら
８
６
５
円
と
な
り
、

距
離
に
応
じ
た
通
勤

手
当
も
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女

性
応
援
サ
イ
ト
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
開
設
す
る
考
え
は
。

答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
は
、
Ｄ
Ｖ
の
増
加
や
健
康
面

の
不
調
な
ど
、
女
性
へ
の
影
響

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
型
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
特
設
サ
イ
ト
で
は
、

男
女
を
問
わ
ず
支
援
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
女

性
応
援
サ
イ
ト
の
設
置
の
考
え

は
な
い
が
、
悩
ん
で
い
る
女
性

を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と

を
基
本
に
、
今
後
も
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
た
い
。

質
問　
Ｄ
Ｖ
被
害
で
避
難
し
て

い
る
人
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
の
発
行
方
法
は
。

答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
は
、
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
で
接
種
す
る
こ
と
が
原

則
だ
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
住
所
地
外
で
の
接
種

が
可
能
で
あ
る
。
Ｄ
Ｖ
避
難
者

に
つ
い
て
は
、
現
在
居
住
し
て

い
る
市
町
村
に
申
請
し
、
接
種

券
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
手
続
き
方
法
に
つ
い
て

は
、
広
報
高
崎
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
て
い
く
。

質
問　
県
か
ら
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
新
し
い
方
針
が
出
さ
れ

た
が
、
本
市
独
自
に
さ
ら
に
推

進
す
る
考
え
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
か
ら
小
学

校
５
・
６
年
生
と
中
学
校
２
・

３
年
生
も
35
人
学
級
と
な
る
。

　
本
市
で
は
、
独
自
に
全
て
の

小
学
校
に
教
科
指
導
助
手
を
配

置
し
、
き
め
細
か
な
指
導
の
充

実
に
努
め
て
お
り
、
令
和
３
年

度
も
引
き
続
き
配
置
し
て
い
く
。

質
問　
国
民
健
康
保
険
に
加
入

質
問　
都
市
計
画
道
路
の
南
八

幡
京
ヶ
島
線
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　
南
八
幡
京
ヶ
島
線
は
、

主
要
地
方
道
寺
尾
藤
岡
線
の
根

小
屋
町
交
差
点
を
起
点
と
し
、

京
目
町
の
前
橋
市
境
に
至
る
総

延
長
７
８
７
０
メ
ー
ト
ル
の
都

市
計
画
道
路
で
あ
る
。
現
在
、

根
小
屋
町
交
差
点
か
ら
一
本
松

橋
ま
で
と
、
倉
賀
野
町
の
上
町

西
交
差
点
か
ら
前
橋
市
境
ま
で

の
区
間
、
約
６
７
７
０
メ
ー
ト

ル
で
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
周
辺
道
路
の
整
備

に
伴
う
交
通
状
況
の
変
化
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
未
整
備
の

都
市
計
画
道
路
の
整
備
効
果
や

優
先
順
位
な
ど
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
子
ど
も
の
学
校
生
活
を

支
え
る
学
校
支
援
員
の
処
遇
は
。

答
弁　
学
校
支
援
員
は
、
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

と
未
就
学
児
の
人
数
は
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
保
税
均
等
割
の

総
額
と
国
保
税
収
入
に
占
め
る

割
合
は
。

一人一人に行き届いた学習指導 土曜日に行っている学力アップ大作戦

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況

　

学
校
支
援
員
の
現
状

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

特
定
家
畜
伝
染
病
と
病
害
虫
対
策

　

西
毛
広
域
幹
線
道
路
沿
線
の
開
発

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

子
ど
も
の
学
び
等
の

環
境
の
整
備

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

生

活

困

窮

者

支

援


